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（i）研究の目的

セラミックスは、耐熱性、耐蝕性及び熱駐張轟が

小さい等の優れた性質を持っていろ反面、眠性と難加

工性といった欠点も召している。従ってセラミックス

の欠点を補い、その長所を痛かして機械株造材料とし

て用いるためには、金満との複合棟通が必華不可欠と

なってくる。著者ら主ょ、その簡便さからセラミックス

と金屑の結合方法山一つとして金属同士の結合におい

て広く用いられている臣締りばめ』に等目した。そし

て、表面ぁら啓を葡ず尋常捧凄面め接触機嫌の細薄竜

郷泉して、こ改元平面応力閏啓蟄基礎に蹄削澄め蔀接

昏強度を予測晋る許帯式を求め、繋盤とよい叫蟄程箆

ることを明らかにした○

本論文では、セラミックスと金展の締りはめにおけ

る締め付け圧力分布をより正確に解析することを目的

踪、三次元軸対称関都として嚢藤島8蕃の変形奄学者

した締め付け圧力分布を求め、この反刀分布が表面あ

ち蓉旺孟撃どの様に影響馨愛畔葛か笹理論的に調彗た蓉

＝）　研究内容

回iに計算の対象とした、S，ヨNdセラミックスシャフ

トとSしjS304リンクの形状と寸法を示す。本法文では喪

醇轟ちきの変形ば翠撞方向の変形のみに影響尊卑鬼、

鶴方向の変形には影響を与えないと傾定した。締りは

由雄の応力分布はポイントマ・ヲチジグ洩により求めた尊

iii）結論

閏2は、締めしろを－■一定とした場合に、表面あらさ

）大きさが締め付け圧力分布にと－のように影響を与え

iかを示したものであろ。ここで、縦軸は挿糾寸け桂

一苺蓋し、横軸は鞍次元結審れた拷鋸ま鞄酢の拉麗苺

竪ず。横軸の0と里．臓それ嘗艶緒与ばめ辞の中心と璃

こ対応する。又も国中の破鏡と架線はそれ菅甑締削崖

転学が完全席馨の噂色と完全滑りの鳩舎に対しての紆

翳枯葉で轟苺。こ鞄より、表面為ら蕃が東壁宅なると

帯筍ばめ韓鮮の感光集中が雀和書鵬応力分葡は山蜜と

な毒傾向が認められた。

二次元解析結果と三次元解析踏襲を比較した給果、
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開望　締め招け圧力労葡

表面あらさが大きくなるとこれらの開田義はほとんと

無くなることも姥められた。叉、捗りほめ郎にテーパ

が存在する噂合についても計郷を行った純架、盤面あ

らさがテーパのむ響を打ち消すことが謎められた。
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